
特徴1: オープン



• Webページからデータを誰でもダウンロード出来るように

オープンデータとして自社などのWebページで公開



• 大企業、ベンチャー−企業、個人がアプリ開発

オープンデータから様々なアプリが開発される



特徴2: 標準化



GTFS形式

• 世界で広く使われる形式

• 乗換案内に必要な情報（バス停・駅＋路線＋時刻表＋運賃）をまとめて格納
したファイル形式

バス停/駅+路線 時刻 運賃



• GoogleはGTFS形式によるオープン
データを推奨
– ほぼ選り好みせずデータを掲載

– 検索の統計情報も公開

• 乗換案内に掲載されていない自治
体やバス事業者が利用促進のため
にデータ整備

• 訪日外国人が利用するのはGoogle 
Maps

Google Mapsへの掲載



「駅すぱあと/Yahoo!乗換案内」がオープン
データを採用

• オープンデータ化されたバスデータを経路探索に採用

https://ekiworld.net/personal/app/spec/info.html?style=pc

https://ekiworld.net/personal/app/spec/info.html?style=pc


Moovitが日本のデータに対応

• イスラエルのベンチャー企業が開発するMoovitが山梨県GTFSを採用



サイネージでの活用



特徴3: 行政も民間も



• 民間
– 例：道南バス、十勝バス、富山地鉄バス、両備バス

• 公営
– 函館市電、青森市営バス、都営バス等々

• コミュニティバス（主に自治体が運営）

• ただしJRなど鉄道のオープンデータ化には高い壁がある

民間も公共も揃ってオープンデータ



戦略1：「公共交通（バス）」に絞る



乗換案内サービスで検索出来ますか？

NAVITIME

駅すぱあと 駅探 乗換案内 ジョルダン 乗換案内

Yahoo!乗換案内 Google Maps

Apple Maps



地域の公共交通は乗換案内に出てこない



地域の公共交通は乗換案内に出てこない

データ整備にはコストが掛かるため
利用者数が少ない地域のバスにまで

手が回らない

交通事業者が自ら
標準形式のオープンデータを用意して

乗換案内に提供する



海外の事例: 交通事業者がオープンデータを提供

• 路線図、時刻表、リアルタイム車両位置情報などのデータの利用を開放

• 自由に使ってもらうことで、アプリの作成や工夫を凝らした印刷物などの情
報提供を促進

• アメリカ、ヨーロッパでは当たり前になりつつある



戦略1：「公共交通（バス）」に絞る
↓

対象を絞ったことで課題や効果が明確に



戦略2：国土交通省のお墨付き



バス情報の効率的な収集・共有に向けた
検討会（2016年12月〜2017年3月）
• 事務局： 総合政策局公共交通政策部交通計画課

• 外部委員
– 伊藤昌毅 東京大学生産技術研究所（座長）

– ー川雄一 株式会社構造計画研究所

– 伊藤浩之 公共交通利用促進ネットワーク

– 井上佳国 ジョルダン株式会社

– 遠藤治男 日本バス協会

– 櫻井浩司 株式会社駅探

– 篠原雄大 株式会社ナビタイムジャパン

– 丹賀浩太郎 株式会社工房

– 別所正博 公共交通オープンデータ協議会

– 山本直樹 株式会社ヴァル研究所



各社のエンジニアが集まった
ワーキンググループを開催

• 東大生産技術研究所に
各コンテンツプロバイ
ダのエンジニアなどが
集まり、バスデータの
フォーマットについて
集中討議

• データ項目のひとつひ
とつを徹底議論



2017年3月31日
「標準的なバス情報フォーマット」公開



• GTFSリアルタイムをベースにバスロ
ケデータの標準化にも対応

• GTFS-JPの改定作業
– 2年経って40項目以上の検討、見直し事項が蓄

積

• 国交省バス情報の静的・動的データ利
活用検討会
– バスロケ事業者も委員に

2019年3月 標準的なバス情報フォーマット 第2版


